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静止 大気環境衛星 に よ る大気汚染物質の 観測
一 紫外可視域の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

ー

＊入 江 仁 士
， 岩渕 弘信 （海洋研究開発機構）

1 ．は じめに

　従来 ある い は現在行われ て い る衛星観測か らは、

特に 人 ロ の 集 中 して い る中緯度 の ある 1 地点にお い

ては 、
1 日の うち の あ る時刻 で しかデー

タが得 られ

ない 。こ れ は、衛星 は低軌道に投入 され てお り、そ

こ か らの 観測 は衛星 が上空 を通過す る時刻に 限 られ

るか らで あ る 。 また 、 雲 の 影響で 対流圏 の 観測頻度

は さ らに低 下す る。こ うい っ た低 軌道衛 星か らの 大

気汚染観測は 、大気汚染 を包 括的に モ ニ タ リ ン グ し

て い る とは言 い 難 く、常時監視を可能 とす る気象衛

星 「ひ まわ り」 の大気汚染版で ある、静止 大気環境

衛星 に よ る観測 が 切 望 され る。本 講演 で は 、静 止 大

気環境衛星の 実現にむ けて 、紫外可視域で の 観測の

シ ミ ュ レーシ ョ ン を行い 、各種大気微量気体の 検出

可能性お よ び 測定誤 差 の 評価を実施す る。

2 ．シ ミ ュ レ ーシ ョ ン

　 静止 軌道にお け る放射輝 度ス ペ ク トル の シ ミ ュ レ

ー
シ ョ ン は 、JAMSTEC で 開発 され た放 射伝達 モ デ

ル JACOSPAR を使 っ て実施 され た。　 JACOSPAR は、

直達光 と 1 次散乱光成分を解析的に 計算 し，多重散

乱光成分はバ
ッ ク ワー ド型 モ ン テ カ ル ロ 法に よ っ て

計算す る 。 また 、放射輝 度 と同時 に ヤ コ ビ行列 を計

算す る こ とが で きる、JACOSPAR に よ る計算は 、放

射伝 達モ デ ル の 国際相互 比 較実験 （Wagner　et　al．，

2006） で 検 証 され た McARaTs （lwabuchi，2006；

JACOSPAR の 前身）で 検証 され て い る。

次 に 、放 射輝度 ス ペ ク トル に 、想 定す る装 置の

SNR に 相 当す る ラ ン ダ ム ノ イ ズ を付加 し、オ フ セ ッ

トも加 えた。与 え られ た波長分解能 をFWHM と し

た ガウ ス 分布 の ス リ ソ ト関数 を仮定 し、ス ペ ク トル

を コ ン ボ リュ
ー

シ ョ ン し、さらに波長 シ フ トも させ

た 。 参 照 ス ペ ク トル とな る太陽直 達光 の 放射 照 度に

つ い て も同様に して 疑似 ス ペ ク トル を作成 した。

　 こ の よ うに し て 作成 され た疑似 ス ペ ク トル を も と

に 、同 じ くJAMSTEC で 開発 され た 紫外可視解析ツ

ー
ル （DOAS 法な ど）を用 い て 誤差評価 を実施 し た。

こ れ は 、地 上 観測（MAX −DOAS ）の 実 データ 解析 で

も用 い られ て い る ツー
ル で あ る（e．g．，　Irie　et　al．，2008）。

3 ．結果

　オ ゾ ン の 観測 精度 を見 積も るため に、まず 、紫外

域 の Huggins 　bandsの うち 325−335　 nm の 波 長範 囲 を

fitting　 window と し て リ トリー バ ル を行 っ た 。

Huggins　bandsで はオ ゾ ン によ る吸 収が非常 に強い た

め 、想定す る 測 器 の SNRが 100以上 で あ れ ば オ ゾ ン

の ス ラ ン トカ ラ ム （SCD ） の 測 定精度が 3％ ま で達

す る こ と、精度 1％ を達成す る に は SNR ＞ 300が 必要

で あ る こ とが 分 か っ た。 しか しな が ら、エ ア マ ス フ

ァ ク タ
ー

の 計算 を した と こ ろ 、 こ の 波長域の光 は地

上付近 まで十分に到 達 して い ない こ とが分か っ た 。

　そ こ で 、次 に 、可 視 域に つ い て 、 Chappuis　bands

の うち、オ ゾ ン の 吸 収断 面積が比較的 大 き く吸収構

造 が大 き い 波長 範 囲 と して 、450−550   を fitting

window と し て リ トリ
ーバ ル を行 っ た 。 結果を 図に

示 す 。 Chappuis　bandsを利用 して も 、 オ ゾ ン の 導出

が 可 能 で あ る こ と 、精 度 1％ を 達 成 す る に は

SNR ＞ 1000が 必 要で ある こ とが分か っ た。

　 こ の 波長域の 光は地表付近まで 十分に到達 して い

る はずで あ る。従 っ て 、ChappUis　bamdSを測定す る

こ とで地表 付近 の オ ゾ ン の 情報 を含ん だ観測が 可能

であ る こ とが分 か っ た 。 こ れ らの 結果 は、紫外 ・可

視 の 組み合わせ に よ る境界層濃度 の 観測可能性 を示

唆す る 。
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図 Chappuis　bandsを利用 して見積も っ た オゾ ン の ス

ラ ン トカ ラ ム 濃度の 測定精度と測器 の SNR との 関係 。
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